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論 文 内 容 の 要 旨 
 小売国際化については既に多くの研究業績が存在しているが、最近、この分野で最も注目を浴びている研究テ
ーマは小売技術の国際移転に関する研究である。小売業における国際移転の様々な現象を理論的に説明するため
の研究において、従来は、移転する側の適応能力と移転される側の流通の近代化に重点を置いた研究がほとんど
であり、移転する側と反対する側との相互作用的競争プロセスを問題とした小売国際化ではなかった。また小売
業の国際移転における移転主体に関しても、既存研究のほとんどが世界のグローバル・リテーラーの「出ていく」
ケースからなる「内から外」の分析であり、「入ってくる」視点からみた「外から内」の分析はあまり行われてこ
なかった。 
 そこで本論文では、むしろ「外から内」の小売業の国際化に焦点を当て、革新的な業態を持ち込んで参入して
くるグローバル・リテーラーと、そのグローバル行動に反応し対抗する地元企業との相互作用的競争プロセスの
なかで、新たな業態のグローバル・イノベーションが引き起こされるメカニズムを明確にすることを目的として
いる。このような問題意識と目的をもった本論文は、次の諸章から構成される。 
 まず、第1章の「小売業態の国際移転について」では、小売国際化プロセスを分析する場合の切り口の一つと
して、小売業態の国際移転は「競争と革新」の源泉であることが示される。つまり、グローバル化を小売企業の
グローバル化プロセスとしてだけでなく、競争の行われる場所および革新が創造される場所としての進出先「市
場のグローバル化」の視点を導入する必要性が強調される。第2章以下は、小売業態の国際移転主体として類型
化された「持ち込み型」グローバル企業と「取り込み型」地元企業を分析枠組の軸としながら、それに当てはま
る三つの小売企業のケーススタディが行われている。第2章の「フランス的小売業態の国際移転プロセス－取り
込み型国際移転から持ち込み型国際移転へ－」では、カルフールのドメスティック企業からグローバル企業への
成長過程を業態革新の観点から分析し、それが進出先の競争相手に与える影響が確認される。カルフールのグロ
ーバル企業への成長過程のなかには、進んでいる国から先行的革新を導入し、それを自国型業態に変容させ、そ
の生まれ変わった革新を他の国に再移転するか、あるいは導入した国への逆移転の現象も現れていることに注目
する。「グローバル・リテーラーの現地適応化過程とその段階的解明－トイザらスとカルフールの日本進出を事例
として－」と題する第3章では、グローバル化を進めようとすると必ず直面する標準化－適応化問題が「段階別
戦略行動」概念を提示することによって克服された。つまり、本国で培った固有の優意性をそのままコピーする
形で参入したグローバル・リテーラーは、参入後、競争的優意性を獲得するための進出先への適応化を図りなが
ら、現地型モデルの完成を目指す。ある種の現地型モデルを見つけ出した後で、チェーン化原理に基づいて、現
地においても多店舗化を進めることが明らかにされる。「韓国的ディスカウントストアの本質とその業態変容プロ
セス－(株)新世界のEマートを事例として－」をテーマとする第4章では、韓国的ディスカウントストア業態概
念を確立した地元企業の業態開発過程が分析されている。外資との競争の激化による市場のグローバル化が進ん
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でいくなかで、技術的にも優位でありグローバルの経験も豊富である外資に対して、Eマートは海外から先行的
革新を導入し、外資よりいち早く現地型モデルを創り上げた理由が明らかにされる。 
 以上の実証分析からなる第5章の「小売業態の国際移転における取り込み型移転の特質」では、進出先の地元
企業が持ち込み型グローバル企業によって刺激され取り込み型国際移転を図り、そこで相互作用的競争を通じて
持ち込み型企業へと脱皮していくという小売国際化プロセスの循環メカニズムが解明される。このような小売業
態の国際移転における新たな視角は小売企業のグローバル化行動を分析し、小売業態の生成と発展のメカニズム
を明らかにするうえでの重要な手がかりになると思われる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 近年、国境を越えて事業を展開するグローバル・リテーラーが注目を集めている。小売業は、長い間自国市
場をベースとして事業を展開し、新しい小売業態を生み出してきた。それゆえ、海外市場で事業を展開する場
合には、自国市場の社会経済的環境のもとで生み出された小売技術や小売業態を環境の異なる海外市場に移転
するという問題に直面することになる。本論文は、こうした小売国際化プロセスにおける小売技術の移転問題
を「新しい視点」から分析したものである。 
 まず第１章の「小売業態の国際移転について」では、小売国際化プロセスを分析する場合のフレームワーク
が示される。既存研究のほとんどがグローバル・リテーラーの「出ていく」ケースを扱っていたのに対し、「入
ってくる」ケースへ視点を転換したことにより、小売業態の国際移転の主体によって「持ち込み型」グローバ
ル企業と「取り込み型」地元企業に類型化し、進出先市場が両者の競争的相互作用を通じて国際化していくと
いう「市場のグローバル化」の概念が提起される。以上の分析フレームワークに基づいて、以下の章では具体
的な小売業態革新のケーススタディが行われる。 
 第２章では「フランス的小売業態の国際移転プロセス－取り込み型国際移転から持ち込み型国際移転へ－」
では、カルフール(Carrefour)が小売先進国である米国から先行的革新を導入し、それを自国型業態へ変容させ
ることで新しく創造したハイパーマーケットという小売業態を海外市場へ持ち込むか、米国へ逆移転する現象
が解明される。「グローバル・リテーラーの現地適応化過程とその段階的解明－トイザらスとカルフールの日本
進出を事例として－」と題する第３章では、グローバル化を進める小売業が直面する標準化－適応化問題、す
なわち本国で開発された新業態をそのまま持ち込むか、それとも進出先国の環境に適応するかという問題を「段
階別戦略行動」の概念を提示することにより統一的に説明している。すなわち、チェーン化原理に基づいて事
業を展開する小売業は、海外市場への参入に際しては、一般的に既存の業態をそのまま持ち込む「標準化」志
向をもつが、競争環境によっては参入後に現地環境に適応した「現地型」モデルを開発し、それを一挙に多店
舗展開するという戦略的行動をとることが明らかにされた。他方で、第４章の「韓国的ディスカウントストア
の本質とその業態変容プロセス－(株)新世界のＥマートを事例として－」では、流通外資の参入による「市場
のグローバル化」が予想される中で、新業態を開発し、豊富な海外市場での経験をもつ流通外資に対して、地
元のＥマートが海外から先行的革新を導入し、外資よりもいち早く現地型モデルを創造したプロセスと理由が
明らかにされた。この点を踏まえて、第５章の「小売業態の国際移転における取り込み型移転の特質」では、
進出先の地元企業が「持ち込み型」グローバル企業に触発されながら、「取り込み型」国際移転をはかり、やが
ては海外市場へ参入し「持ち込み型」企業へ脱皮していくという小売国際化プロセスの循環メカニズムが解明
されている。 
 以上のように、本論文は小売国際化プロセスにおける小売業態の移転や革新を実証的ならびに理論的に分析
したものであり、オリジナリティ溢れる内容となっている。とくに小売業態の国際的移転と言いながら、従来
の研究は「持ち込み型」の観点からしか行われてこなかったが、本論文は「取り込み型」移転に着目すること
で、参入先の地元企業が新業態を取り込み、自国の環境に合わせて小売業態を革新していくプロセスを理論的
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に解明することに成功している。製造業の分野では技術の国際的移転に関して長年の研究蓄積があり、製造業
と小売業との異同を明らかにしていくことは今後の課題であるが、本論文で示されたアイデアは製造業の研究
にも適用することも期待される。小売国際化プロセスの研究は始まったばかりであり、そうした中で本論文の
果たした貢献は大きく、審査委員会は一致して博士（商学）の学位を授与するに値すると判断した。 
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